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（１）コンソーシアム方式を活用した総合評価方式の導入について

コンソーシアムの形態コンソ シアムの形態

建設会社と、工事の設計について委託をされる建設コンサルタントに

よって構成されるグループの形態とする。

象 事
○○工事に技術

（発注者）
・指示、承諾 ・設計の検査 ・照査
・工事目的物の検査 ・修補請求

対象工事

設計・施工一括発注方式および詳細設計付工事発注方式とし、入札参

加者は、これまでの建設会社単体又は建設会社によるJVに加え、コン

ソーシアムも認める

○○工事に
関する契約書
□□建設会社
（受注者）

技術
提案

設計部分
も含めた
提案

ソーシアムも認める。

概要

①発注者は、工事に加え、設計に関する競争参加資格要件及び総合評 ・施工計画策定 ・資機材の調達

（受注者）
□□建設会社

価に関する評価項目を設定する。

②コンソーシアムによる参加者に課す参加要件は、建設会社に課する参

加要件の他にコンサルタント会社にも同等の要件を課す。

③総合評価方式における技術評価のうち 求める技術提案のうちの一つ

施 計画策定 資機材 調
・専門工事業の選定 ・安全管理
・施工 ・監理

○○設計業務に関する契約書③総合評価方式における技術評価のうち、求める技術提案のうちの一つ

は、設計分野に関する提案として評価する。また、企業の施工能力、地域

精通度・貢献度等は、建設会社に加えて、コンサルタントの成績・表彰等

についても、適切に設定し、評価する。 （設計受託者）

○○設計業務 関する契約書
☆☆建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
（設計受託者）

④工事完了後、工事の成績と分けて設計部分の業務成績評定を実施す

る。また、設計部分は、設計の承諾時までは、コンサルタントの手持ち業

務として扱うが、承諾後以降は手持ち業務としては扱わない。

⑤ シ ム よる参加 場合 は 必要 応じ 入札時ま

・設計条件の整理 ・設計の実施
・照査 ・（追加地質調査）

☆☆建設コンサルタント

⑤コンソーシアムによる参加の場合には、必要に応じて入札時までにコン

サルタントからの見積額を添付することとし、契約後、当該見積額による

契約・支払について厳格に履行を求める。

（コンソーシアム）
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（２）コンソーシアム方式の活用ガイドラインの主な内容（１／２）

１．コンソーシアムの形態について

今回はコンサルタント会社が建設会社から委託されて入る場合とする。

２．対象工事について

設計・施工一括方式、詳細設計付工事発注方式については、これまでの建設会社単体、

ＪＶに加えてコンソーシアムによる参加とする。

３．参加要件について

コンソーシアムによる参加者に課す参加要件は、建設会社に課する参加要件の他にコ

ンサルタント会社にも同等の要件を課す（コンサルタントの業務実績は発注対象工事の

規模、内容等により、その設計実績等を設定する）。
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４ 総合評価方式における技術評価について

（２）コンソーシアム方式の活用ガイドラインの主な内容（２／２）

４．総合評価方式における技術評価について

総合評価方式における技術評価のうち、求める技術提案のうちの一つは、設計分野に

関する提案として評価する（コンソーシアムによる参加者には コンサルタントからの提案関する提案として評価する（コンソ シアムによる参加者には、コンサルタントからの提案

を提出させ、評価する）。

企業の施工能力、地域精通度・貢献度等は、建設会社に加えて、コンサルタントの成

績・表彰等についても、適切に設定し、評価する。

５．コンサルタントの業務成績の付与および手持ち業務量について

工事完成後において、当該工事としての成績と分けて設計部分の成績を評価して付与

する。

設計部分は 設計の承諾までは ンサルタントの手持ち業務として扱うが 承諾後以降設計部分は、設計の承諾まではコンサルタントの手持ち業務として扱うが、承諾後以降

は手持ち業務としては扱わない。

６ その他６．その他

コンソーシアムによる参加の場合には、必要に応じて入札時までにコンサルタントからの

見積額を添付することとし、契約後、当該見積額による契約・支払について厳格に履行を
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求める。



◇評価項目（案）

【参考】総合評価方式における技術評価について

◇評価項目（案）

 設計に関する評価項目として、設計受託者と予定設計技術者の技術力（業務成績、優良業務表
彰、資格等）を追加する。

 技術提案の審査 評価に 設計に関する技術提案の審査 評価を行うため 工事における必要

赤字の評価項目を追加する

 技術提案の審査・評価に、設計に関する技術提案の審査・評価を行うため、工事における必要
度・重要度に基づき、設計に関する評価項目を設定する。

＜詳細設計付工事発注方式（標準型（Ⅰ型）の場合（例））＞

施工能力、地域精通度・貢献度等 技術提案

建設会社 建設コンサルタント 設
計

施
工

赤字の評価項目を追加する＜詳細設計付工事発注方式（標準型（Ⅰ型）の場合（例））＞

評
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項
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す
る

事
項
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に
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事
項

競争参加者 配置予定技術者
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単体 １５ ５ －
２０～ （２０）
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点
例

２０
（３０）

（２０）
～３０コンソー

シアム １０ ５ ５

注１）括弧内は必要に応じて設定する項目



【参考】予定設計受託者の見積を活用した入札・契約方式フロー（案）

設計受託者 入札者･受注者 発注者
（コンサルタント）

入札者 受注者
(建設会社)

発注者

競争参加申
請 技術審査

設計者部分

競争参加資格申請書作成 資格審査
（提出）

技術提案の作成 設計受託者の技術提案

技術提案の作成 技術審査
（提出）

請/技術審査
時

（入札公告）
・予定設計受託者からの見積書の提出を義務付け。

見積提出/見積提出/
入札時

（提出）

入札 落札者決定
・期限までに見積書を提出
・提出が無ければ入札無効

見積書の作成

（工事請負契約書）
・受注者が設計業務見積書の見積額以上の委託契約を締結するよう義務付け。

・受注者は設計受託者への支払い完了後、設計受託者に対する支払いに関する報
告書の提出を義務付け。

契約時
（変更時）

受注者・設計受託者間の契約の締結 （提出）

発注者・元請間の契約の締結

（変更時）
・設計の委託契約費が見積額を下
回っていないか確認する。

・下回っている場合は、理由を確認し
是正をさせる。

・是正されない場合は 法令遵守等違是正されない場合は、法令遵守等違
反として工事成績を減点する。

（設計受託者を変更する場合）
・設計受託者が設計の履行が不可能
になったときに設計受託者の変更を

・新たな設計受託者と契約を締結する
ときは、設計見積書と契約書を提出
させる。受注者自ら設計するとしてい

※設計に係る部分に変更が生じた場合は、契約時と同様の手続きを行う。

になったときに設計受託者の変更を
認める。

させる。受注者自ら設計するとしてい
たときは理由書も提出させる。

設計の検査

業務成績評定

設計
完了時

支払報告書の作成 （提出）

部分引渡・部分払設計費支払
（設計費支払）

受領（領収書等の作成）
（設計費支払）

・設計委託費（変更があれば変更後の
もの）を下回る支払いとなっていない
か確認する。

・下回っている場合は、理由を確認し
是正をさせる

（支払の証明となる書類を添付）

是正をさせる。

・是正されない場合は、法令遵守等違
反として工事成績を減点する。
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